
38：迅速細胞診実施率（胃癌）
分母

分子

備考

概要

施設コード 調査開始日 調査終了日 分母数 分子数 割合

210111438 20190401 20200331 97 0 0.00%

210111438 20200401 20210331 71 0 0.00%

210111438 20210401 20220331 74 0 0.00%

210111438 20220401 20230331 67 0 0.00%

210111438 20230401 20240331 #DIV/0!

210111438 20240401 20250331 #DIV/0!

210111438 20250401 20260331 #DIV/0!

210111438 20260401 20270331 #DIV/0!

210111438 20270401 20280331 #DIV/0!

210111438 20280401 20290331 #DIV/0!

210111438 20290401 20300331 #DIV/0!

210111438 20300401 20310331 #DIV/0!

2029年度
2030年度

腹腔鏡、開腹による胃癌悪性腫瘍切除術が行われた患者数

分母のうち、術中迅速細胞診を行ったもの

迅速細胞診とは、手術などで得られた細胞にがんが混じっているかについて、手術中に
結果を報告する検査です。外科のみならず、手術室、病理検査棟の取り組みが重要と
なってきます。
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